
は
じ
め
に

武
田
泰
淳

｢

月
光
都
市｣

は
一
九
四
八
年
一
月
、『

文
芸
復
興

(

１)』
(

札
幌
交

友
社)

に
発
表
さ
れ
、
後
に
一
九
四
九
年
一
月
に
同
名
の
単
行
本

『

月
光
都

市』
(

臼
井
書
房)

の
巻
頭
に
収
録
さ
れ
た
。
同
時
代
か
ら
あ
ま
り
注
目
さ

れ
て
お
ら
ず
、
先
行
研
究
は
少
な
か
っ
た
が

(

２)

、
近
年
は
木
田
隆
文
に
よ
り
、

｢

月
光
都
市｣

か
ら
み
た
武
田
泰
淳
の
上
海
体
験
を
再
検
討
す
る
研
究
が
進

ん
で
い
る

(

３)

。
こ
の
木
田
氏
の
研
究
に
お
い
て
、｢

月
光
都
市｣

は
、
従
来
知

ら
れ
た
よ
り
複
雑
な
発
表
経
緯
を
持
つ
こ
と
が
判
明
し
た
。
冒
頭
の
一
段
落

を
除
い
て
、｢

月
光
都
市｣

の
前
半
部
分
は
、
既
に

｢

中
秋
節
の
頃

(
上)｣

と
い
う
題
目
で
、
戦
時
下
の
中
国
上
海
で
刊
行
さ
れ
た
日
本
語
文
芸
雑
誌

『

上
海
文
学

(

４)』
(

一
九
四
五
・
五
月
号)

に
発
表
さ
れ
て
お
り
、
後
半
部
分
は

『

上
海
文
学』

の
廃
刊
に
よ
っ
て
同
誌
上
で
の
発
表
が
中
断
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る

(

５)

。
木
田
氏
は
日
本
統
治
下
の
上
海
と
い
う
同
時
代
文
脈
の
中
で
、
現

地
で
発
行
さ
れ
て
い
た
雑
誌

『

上
海
文
学』

に
掲
載
さ
れ
た

｢

中
秋
節
の
頃｣

の
意
味
を
捉
え
直
し
、
日
本
の
文
化
統
治
政
策
に
対
し
て
武
田
泰
淳
の
批
評

性
を
高
評
価
し
て
い
た
。
し
か
し
、
日
本
の
敗
戦
に
よ
っ
て
統
治
が
終
わ
っ

た
後
、
戦
後
と
い
う
時
点
か
ら
戦
中
を
思
い
出
す
と
い
う
回
想
体
か
ら
な
る

冒
頭
の
加
筆
に
よ
っ
て
再
構
成
さ
れ
た

｢

月
光
都
市｣

の
発
表
意
図
と
本
文

へ
の
分
析
は
、
必
ず
し
も
十
分
に
な
さ
れ
た
と
は
言
え
な
い
。

｢

月
光
都
市｣

が
発
表
さ
れ
る
直
前
、『

中
国
文
学』

第
百
号(

一
九
四
七
・

十)

で
は
、
武
田
泰
淳
の
提
案
で
行
わ
れ
た
座
談
会

｢

東
方
文
学
に
お
け
る

世
界
性
と
地
方
性｣

に
関
す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
座
談
会

に
続
い
て

｢

異
国
放
浪｣

と
い
う
評
論
も
同
時
に
発
表
さ
れ
て
い
た
。
戦
中

の

｢

中
秋
節
の
頃｣

を
戦
後
に

｢

月
光
都
市｣

と
改
稿
し
、
改
め
て
発
表
し

た
こ
と
は
、『

中
国
文
学』

復
刊
号
に
お
け
る
武
田
泰
淳
の
問
題
意
識
と
無

関
係
で
は
な
い
。
本
稿
は
、
敗
戦
直
後
に
、
政
治
的
か
つ
便
乗
的
に

｢

中
国｣

紹
介
の
言
説
が
溢
れ
た
と
い
う
同
時
代
状
況
の
中
で
、
従
来
の

｢

支
那
趣
味｣

で
書
か
れ
た

｢

中
国｣

に
関
す
る
作
品
に
触
れ
つ
つ
、
雑
誌

『

中
国
文
学』

復
刊
号
に
お
け
る
武
田
泰
淳
の
言
説
に
着
目
し
、｢

月
光
都
市｣

を
再
検
討

す
る
試
み
で
あ
る
。

一
、『

中
国
文
学』

復
刊
号
に
お
け
る
武
田
泰
淳
の
問
題
意
識

戦
前
、
中
国
文
学
研
究
会
は
竹
内
好
と
武
田
泰
淳
を
中
心
に
結
成
さ
れ
、

同
会
の
機
関
誌

『
中
国
文
学
月
報』

、
後
に

『

中
国
文
学』

の
誌
面
上
で
、

｢

中
国
文
学｣

や

｢
文
化｣

な
ど
多
方
面
に
わ
た
っ
て
論
考
が
展
開
さ
れ
て

―��―
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い
た
。
だ
が
、
こ
の
中
国
文
学
研
究
会
は
竹
内
好
の
主
導
で
一
九
四
三
年
一

月
に
解
散
さ
れ
、
機
関
誌
も
同
年
の
三
月
に
第
九
十
二
号
を
も
っ
て
終
刊
と

な
っ
た
。
そ
し
て
戦
況
に
伴
っ
て
、
研
究
会
の
同
人
達
は

｢

内
地｣

、｢

外
地｣

に
散
ら
ば
っ
て
い
た

(

６)

。
敗
戦
直
後
の
一
九
四
六
年
三
月
、
日
本
国
内
の
同
人

実
藤
恵
秀
、
千
田
九
一
、
岡
崎
俊
夫
ら
は
、
機
関
誌

『

中
国
文
学』

を
復
刊

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
国
文
学
研
究
会
の
復
活
を
宣
言
し
た

(

７)

。
一
九
四
六

年
六
月
発
行
の

『

中
国
文
学』

第
九
十
五
号
で
、｢

旧
同
人
武
田
泰
淳
が
三

月
下
旬
、
上
海
か
ら
帰
つ
た｣
と
い
う
編
集
後
記
に
記
さ
れ
た
よ
う
に
、
武

田
泰
淳
の
復
帰
は
予
告
さ
れ
て
お
り
、
次
号
の
誌
面
か
ら
そ
の
作
品
が
し
ば

し
ば
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
上
海
か
ら
の
引
き
揚
げ
の
直
後
、
既
に

中
国
文
学
研
究
会
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

復
活
し
た
中
国
文
学
研
究
会
は
合
計
三
回
の
座
談
会
を
開
き
、
各
内
容
は

『

中
国
文
学』

の
誌
面
に
掲
載
さ
れ
て
い
た

(

８)

。
こ
こ
で
特
に
注
目
し
て
お
き

た
い
の
は
、『

中
国
文
学』

第
百
号

(

一
九
四
七
・
十)
に
掲
載
さ
れ
た
第

三
回
目
の
座
談
会
の
内
容
で
あ
る
。
題
目

｢

東
方
文
学
に
お
け
る
世
界
性
と

地
方
性｣

は
武
田
泰
淳
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
、
大
野
忍
、
岡
崎
俊
夫
、
飯
塚

朗
、
竹
内
好
な
ど
、
中
国
文
学
研
究
会
の
同
人
の
み
で
行
わ
れ
て
い
た
。

｢

中
国
文
学
が
ロ
ー
カ
ル
な
も
の
と
し
て
日
本
人
に
受
取
ら
れ
る｣

、｢
日
本

文
学
が
あ
ま
り
に
私
小
説
的
で
あ
っ
て
、[

略]

中
国
文
学
が
伝
統
を
絶
切

つ
て
世
界
的
な
も
の
の
中
へ
溶
け
込
ん
で
ゆ
く｣

と
い
っ
た
同
時
代
の
諸
説

に
対
し
て
、
武
田
泰
淳
は

｢

世
界
性｣

と

｢

地
方
性｣

の
問
題
を
考
え
直
す

必
要
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
。
全
体
の
内
容
は
各
部
分
の
キ
ー
ワ
ー
ド
ご

と
に
、
十
五
節
に
分
け
ら
れ
て
い
る

(

９)

。
具
体
的
な
作
家
と
作
品
を
挙
げ
な
が

ら
、
同
人
達
は
中
国
文
学
と
日
本
文
学
に
お
け
る

｢

世
界
性｣

と

｢

地
方
性｣

を
詳
し
く
論
じ
て
い
た
。｢

旅
行
者
の
感
覚
と
文
学
の
実
態｣

の
一
節
の
中

で
、｢

日
本
の
作
家
の
中
国
を
書
い
た
作
品｣

に
つ
い
て
、
武
田
泰
淳
は
横

光
利
一

『

上
海』

と
阿
部
知
二

『

北
京』

に
言
及
し
、｢

日
本
の
今
ま
で
の

も
の
は
文
学
者
の
旅
行
者
の
感
覚｣

と
批
判
す
る
一
方
で
、
林
語
堂

(�)

に
対
し

て
、｢

そ
の
ロ
ー
カ
ル
な
部
分
を
世
界
に
広
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
は
彼

自
身
の
世
界
性
を
獲
得
し
た｣

と
高
い
評
価
を
与
え
て
い
た
。

こ
の
座
談
会
で
、｢

世
界
性｣

と

｢

地
方
性｣

へ
の
理
解
に
関
し
て
は
、

同
人
達
の
間
に
異
な
っ
た
意
見
が
示
さ
れ
た
ま
ま
、
結
局
ま
と
ま
っ
た
結
論

が
出
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
原
因
を
考
え
る
上
で
は
、
座
談
会
の
記
事

に
続
い
て
誌
面
に
掲
載
さ
れ
た
泰
淳
の
評
論

｢

異
国
放
浪｣

に
注
目
す
る
必

要
が
る
。
以
下
は
そ
の
一
部
を
引
用
す
る
。

一
度
味
は
つ
た
大
陸
の
智
慧
の
実
を
忘
れ
か
ね
る
と
は
、
文
化
の
問

題
、
文
学
の
問
題
と
し
て
、
気
が
る
い
希
望
よ
り
は
、
む
し
ろ
暗
い
未

来
を
物
語
る
の
で
は
な
い
か
。[

略]

異
国
に
住
み
つ
き
、
住
み
込
む
こ
と
の
む
づ
か
し
さ
。
異
国
の
人
物

風
景
を
愛
し
、
う
け
い
れ
る
こ
と
の
は
か
な
さ
。
軍
帽
と
水
筒
で
な
く

と
も
、
日
本
の
作
家
た
ち
は
こ
れ
を
身
に
し
み
て
ゐ
た
。
引
揚
季
節
の

中
に
私
た
ち
は
、
な
お
の
こ
と
こ
の
種
の
う
つ
ろ
ひ
を
幅
ひ
ろ
く
感
ず

る
。鋭

利
な
観
察
、
豊
富
な
官
能
、
ゆ
つ
た
り
と
し
た
詩
情
、
日
本
の
読

者
に
は
楽
し
い
も
の
を
、
彼
等
に
あ
た
へ
て
く
れ
た
。[

略]

か
つ
て

あ
た
へ
ら
れ
た
楽
し
い
中
国
風
の
夢
が
、
す
ぐ
さ
ま
こ
の
冷
厳
な
引
揚

事
実
と
、
一
つ
秤
で
は
か
れ
な
い
で
あ
ら
う
。[

略]
私
は
終
戦
後
も
、
フ
ラ
ン
ス
租
界
で
し
ば
ら
く
暮
し
た
。[

略]

龍

之
介
、
潤
一
郎
、
春
夫
の
旅
行
者
的
味
は
ひ
方
、
杢
太
郎
の
定
住
者
的
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幻
想
が
、
い
ち
お
う
引
揚
の
運
命
に
遭
つ
た
以
上
、
新
し
い
智
慧
の
果

実
の
料
理
法
が
必
要
と
さ
れ
て
ゐ
る
か
も
し
れ
ぬ
。[

略]

日
本
文
学

に
世
界
性
有
り
や
な
し
や
、
中
国
文
学
に
学
ぶ
べ
き
点
有
り
や
否
や
、

そ
れ
ら
机
上
の
文
化
論
と
は
な
れ
て
、
世
界
の
夕
暮
ど
き
、
近
代
の
雨

風
に
打
た
れ
て
、
人
知
れ
ぬ
漂
泊
放
浪
を
つ
づ
け
る
、
新
し
い
詩
人
は

も
は
や
生
ま
れ
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
悲
し
み
は
日
本
的
で
も
、

そ
の
足
ど
り
は
、
い
つ
か
世
界
の
裏
街
の
土
を
た
ど
り
行
く
者
。
そ
の

者
た
ち
が
再
び
中
国
を
、
ま
た
世
界
を
書
き
得
る
の
は
何
時
の
日
の
こ

と
で
あ
ら
う
か
。

上
記
の
引
用
か
ら
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
引
揚
の
季
節
に
あ
た
り
、｢

か
つ

て
あ
た
へ
ら
れ
た
楽
し
い
中
国
風
の
夢｣
と
い
う
未
練
に
よ
り
、｢

大
陸
の

智
慧
の
実
を
忘
れ
か
ね
る｣

と
い
う

｢

文
化｣

、｢
文
学｣

の
問
題
に
対
し
て
、

武
田
泰
淳
は
強
く
批
判
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。｢
旅
行
者
的
味
は
ひ
方｣

や

｢

定
住
者
的
幻
想｣

と
い
う
従
来
の
日
本
作
家
の

｢
中
国｣

の
捉
え
方
と

異
な
り
、
敗
戦
、
引
揚
の
経
験
を
踏
ま
え
た
上
で
、｢

新
し
い
智
慧
の
果
実

の
料
理
法｣

の
必
要
性
を
泰
淳
は
主
張
し
て
い
た
。
そ
れ
は
過
去
の

｢

フ
ラ

ン
ス
租
界｣

の
現
地
体
験
を
生
か
し
、
そ
の｢

地
方
性｣

を
書
く
こ
と
に
よ
っ

て
こ
そ
、｢

世
界
性｣

の
あ
る
文
学
が
実
現
さ
れ
う
る
と
い
う
武
田
泰
淳
自

ら
の
課
題
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
で
、
戦

中
の

｢

中
秋
節
の
頃｣

が
改
稿
さ
れ
、｢

月
光
都
市｣

が
発
表
さ
れ
る
に
至
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

二
、｢

支
那
趣
味｣

へ
の
抵
抗

従
来
の
日
本
作
家
に
よ
る

｢

中
国｣

の
捉
え
方
は
ど
う
い
う
も
の
で
あ
っ

た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
先
に
引
用
し

た

｢

異
国
放
浪｣

(『

中
国
文
学』

第
百
号)

に
お
い
て
、
武
田
泰
淳
が
ま
ず

言
及
し
た

｢

旅
行
者｣

の
芥
川
龍
之
介
は
、
一
九
二
一
年
三
月
下
旬
か
ら
七

月
中
旬
に
か
け
て
、
大
阪
毎
日
新
聞
社
の
海
外
特
派
員
と
し
て
中
国
に
赴
き
、

上
海
、
杭
州
、
蘇
州
、
南
京
、
長
沙
、
北
京
な
ど
各
地
を
視
察
し
た
。
帰
国

後
、
執
筆
し
た

｢

上
海
游
記｣

を
最
初
に

『

大
阪
毎
日
新
聞』

(

一
九
二
一
・

八
・
十
七
〜
九
・
十
二)

に
連
載
し
、
後
に
他
の
中
国
旅
行
記
と
と
も
に
、

単
行
本

『

支
那
游
記』

(

改
造
社
、
一
九
二
五
・
十
一)

と
し
て
ま
と
め
ら

れ
た
。
続
い
て
泰
淳
が
言
及
し
た
谷
崎
潤
一
郎
と
佐
藤
春
夫
は
、
い
ず
れ
も

芥
川
に
先
立
っ
て
、
中
国
を
遊
歴
し
、
そ
の
後
中
国
関
連
の
作
品
を
数
多
く

発
表
し
て
い
た
。
こ
の
ほ
か
、｢

定
住
者｣

の
木
下
杢
太
郎
は
一
九
一
六
年

か
ら
中
国
の
東
北
に
渡
り
、
五
年
間
そ
の
地
で
生
活
し
て
い
た
。
定
住
し
た

経
験
を
踏
ま
え
て
、
中
国
の
各
地
を
旅
行
し
な
が
ら
紀
行
文
を
発
表
し
、
中

国
の
説
話
文
学
、
怪
奇
小
説
の
翻
訳
も
取
り
扱
っ
て
い
た
。
以
上
の
文
学
者

の
動
向
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
同
時
代
の
文
壇
で
は
、｢

大
正
期
の
日
本

文
壇
に
急
速
に
流
行
し
始
め
て
い
た
〈
支
那
趣
味
〉
と
い
う
風
潮

(�)｣

が
現
れ

て
い
た
。
こ
の

｢

支
那
趣
味｣

ブ
ー
ム
は
、
当
然
次
世
代
の
中
国
文
学
研
究

会
の
同
人
達
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
中
心
メ
ン
バ
ー
の
竹
内

好
は
後
年
、
次
の
よ
う
に
回
想
を
し
て
い
る
。

谷
崎
さ
ん
は
若
い
こ
ろ
か
ら
シ
ナ
趣
味
が
あ
っ
た
。[

略]

私
た
ち
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年
輩
の
も
の
は
、
中
国
の
イ
メ
ー
ジ
を
つ
く
る
上
に
谷
崎
さ
ん
の
影
響

を
蒙
っ
て
い
る
。
谷
崎
さ
ん
ば
か
り
で
な
く
、
同
時
代
に
佐
藤
春
夫
さ

ん
も
い
る
。
谷
崎
、
佐
藤
と
か
ぞ
え
る
と
、
木
下
杢
太
郎
の
名
も
逸
す

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
芥
川
龍
之
介
も
ほ
ぼ
同
時
代
で
あ
る
。

こ
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
つ
ち
か
わ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
が
、
私
の
中
国
観

の
根
底
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
前
代
と
後
代
か
ら
自
分
を
分
け
る
世

代
的
特
徴
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ
に
抵
抗
す
る

こ
と
を
通
じ
て
自
分
な
り
の
イ
メ
ー
ジ
を
形
成
し
て
き
た
の
だ
か
ら
、

私
の
中
国
観
は
根
本
に
お
い
て
大
正
文
学
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
て
い
る

(�)

。

こ
の
よ
う
な
竹
内
好
の
証
言
は
、
ま
さ
に

『

中
国
文
学』

第
百
号
に
示
さ

れ
た
武
田
泰
淳
の
問
題
意
識
を
反
復
し
て
い
る
。
上
海
は
芥
川
が
最
初
に
足

を
踏
み
入
れ
た
中
国
の
地
で
あ
り
、
彼
の
中
国
体
験
の
原
点
と
も
言
え
る
。

｢

上
海
游
記｣

は
、
芥
川
を
始
め
と
し
た
当
時
の
多
く
の
日
本
人
作
家
が
目

に
映
っ
た

｢

上
海｣

、
或
い
は

｢

中
国｣

へ
の
イ
メ
ー
ジ
の
反
映
で
も
あ
っ

た
。
武
田
泰
淳
は
自
ら

｢

上
海｣

を
書
く
際
、
意
識
的
に
も
芥
川
龍
之
介

｢

上
海
游
記｣

に
対
し
、
特
に
目
を
向
け
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て

｢

月

光
都
市｣

の
中
で
、
先
行
し
た

｢

イ
メ
ー
ジ
に
抵
抗
す
る
こ
と
を
通
じ
て
自

分
な
り
の
イ
メ
ー
ジ
を
形
成｣

す
る
と
い
う
武
田
泰
淳
の
姿
勢
は
改
め
て
問

わ
れ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。｢

月
光
都
市｣

の
舞
台
は
日
本
統
治
下
の
上

海
に
設
定
さ
れ
、
作
品
中
の
地
名
は
す
べ
て
当
時
の
ま
ま
の
実
際
の
地
名
で

あ
っ
た
。
日
本
人
男
性
主
人
公
の
杉
は

｢

支
那
文
化｣

の
研
究
者
で
あ
り
、

｢

対
中
国
文
化
事
業｣

に
従
事
す
る
と
い
う
、
武
田
泰
淳
自
身
を
思
わ
せ
る

人
物
設
定
が
な
さ
れ
た
。
物
語
の
展
開
も
、
杉
の
視
点
が
焦
点
化
さ
れ
、
上

海
現
地
で
出
会
っ
た

｢

異
国｣

文
化
を
中
心
に
語
ら
れ
る
。｢

月
光
都
市｣

は
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
的
な
小
説
と
し
て
も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る

(�)

。
大
正
時

代
か
ら

｢

支
那
趣
味｣

ブ
ー
ム
の
中
で
日
本
人
文
学
者
が
描
い
て
き
た

｢

上

海｣

に
対
し
て
、
武
田
泰
淳
は
ど
の
よ
う
な
形
で
抵
抗
の
姿
勢
を
示
し
て
い

た
の
か
。
以
下
は
特
に
芥
川
龍
之
介
の

｢

上
海
游
記｣

に
も
描
か
れ
て
い
た

｢

フ
ラ
ン
ス
租
界｣

、｢

徐
家
匯｣

な
ど
の
ス
ポ
ッ
ト
に
注
目
し
、｢

月
光
都
市｣

に
現
れ
た

｢

上
海｣

と
い
う
空
間
を
改
め
て
論
じ
て
み
た
い
。

三
、
フ
ラ
ン
ス
租
界

杉
は

｢

フ
ラ
ン
ス
租
界
の
は
ず
れ｣

に
あ
っ
た
日
本
人
の
博
士
の
家
に
下

宿
し
て
い
た
。｢

隣
家
の
ド
イ
ツ
人
の
花
園
の
朝
鮮
朝
顔｣

、｢

外
人
の
邸
宅

ば
か
り
並
ぶ
閑
静
な
一
角｣

、｢

建
物
も
街
路
も
住
民
も
ほ
と
ん
ど
支
那
ら
し

い
趣
が
な
か
つ
た｣

と
い
う
描
写
に
は
、
植
民
地
支
配
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
た
多
国
籍
性
が
刻
印
さ
れ
て
い
た
。
上
海
は
、
ア
ヘ
ン
戦
争
か
ら
始
ま
っ

た
列
強
の
植
民
地
主
義
的
暴
力
が
作
り
出
し
た
都
市
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
は

中
国
清
朝
政
府
と
の
間
に
主
権
の
一
部
を
失
っ
た
不
平
等
条
約
を
結
ん
で
、

一
八
四
五
年
に
最
初
の
租
界
を
上
海
に
設
置
し
た
。
そ
れ
か
ら
上
海
に
は
一

八
四
九
年
に
フ
ラ
ン
ス
租
界
と
一
八
五
三
年
に
ア
メ
リ
カ
租
界
が
誕
生
し
、

後
に
イ
ギ
リ
ス
租
界
と
ア
メ
リ
カ
租
界
が
合
併
し
、
共
同
租
界
が
成
立
し
た
。

そ
し
て
日
本
の
中
国
進
出
に
伴
い
、
急
激
な
日
本
化
の
進
展
に
よ
っ
て
、
共

同
租
界
の
う
ち
虹
口
を
中
心
と
す
る
地
区
は
、
日
本
人
居
留
民
が
多
く
な
り
、

実
質
的
な
日
本
租
界
と
な
っ
た

(�)
。
木
田
隆
文
は

｢

虹
口
に
、
日
本
人
で
あ
る

は
ず
の
杉
は
足
を
向
け
る
こ
と
が
な
い｣

と
い
う
こ
と
に
注
目
し
、｢

日
本

統
治
下
の
上
海
に
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
〈
日
本
的
支
那
〉
と
い
う
べ
き
空
間｣

を
排
除
し
た
武
田
泰
淳
の
姿
勢
を
指
摘
し
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で

｢

フ
ラ
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ン
ス
租
界｣

を
武
田
泰
淳
が
選
択
し
、
書
く
こ
と
の
意
義
も
無
視
で
き
な
い

だ
ろ
う
。

一
九
四
一
年
十
二
月
、
太
平
洋
戦
争
の
開
戦
、
日
本
の
対
米
英
宣
戦
よ
り
、

日
本
軍
は
上
海
共
同
租
界
に
進
駐
し
、
英
米
施
設
を
接
収
し
、
全
区
域
を
占

拠
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
は
一
九
四
〇
年
六
月
に
ド
イ
ツ
に
降
伏
し
た
た
め
、
上

海
フ
ラ
ン
ス
租
界
は
進
駐
の
対
象
外
で
あ
っ
た

(�)
。
し
か
も
、
高
綱
博
文
の
論

述
に
よ
れ
ば
、
日
本
軍
の
占
領
下
に
置
か
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
上
海
租

界
で
は

｢

国
際
都
市
と
し
て
の
外
観
を
保
持
し
租
界
行
政
を
基
本
的
に
存
続

さ
せ
る
現
状
維
持
政
策
を
と
っ
た｣
と
い
う

(�)
。
つ
ま
り
、
当
時
日
本
軍
の
進

駐
の
対
象
か
ら
外
れ
た
フ
ラ
ン
ス
租
界
は
、
一
定
程
度
の
中
立
性
が
確
保
さ

れ
、
特
別
な
存
在
で
あ
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。｢

月
光
都
市｣

の
中
で
、
武

田
泰
淳
は

｢

フ
ラ
ン
ス
租
界｣

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

そ
の
時
、
夜
気
を
顔
に
う
け
な
が
ら
、
杉
は
つ
い
こ
の
間
見
た

｢

六

十
年
後
之
上
海
灘｣

と
い
ふ
映
画
を
想
ひ
出
し
た
。[
略]

そ
れ
は
映

画
製
作
者
が
頭
脳
を
し
ぼ
つ
て
仮
想
し
た
未
来
の
都
市
な
の
で
あ
ろ
う
。

だ
が
そ
の
未
来
の
街
の
風
景
は
、
い
ま
眼
前
に
す
る
月
明
の
フ
ラ
ン
ス
・

タ
ウ
ン
に
く
ら
べ
、
何
と
田
舎
く
さ
く
、
濁
り
、
み
じ
め
な
こ
と
で
あ

ら
う
。
月
明
と
と
も
に
変
貌
し
た
租
界
の
街
々
に
は
、
も
つ
と
新
し
い
、

も
つ
と
未
来
的
な
も
の
が
あ
つ
た
。
シ
ヨ
ウ
・
ウ
イ
ン
ド
や
ヴ
エ
ラ
ン

ダ
や
破
風
や
門
や
石
段
や
、
各
国
の
人
々
が
様
々
に
工
夫
を
こ
ら
し
家

の
部
分
々
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
特
殊
の
科
学
の
意
味
を
持
つ
て
ゐ
る
や
う

に
さ
へ
思
は
れ
た
。

昼
と
違
い
、
夜
に
な
る
と
、
月
の
光
の
下
の

｢

フ
ラ
ン
ス
租
界｣

に
は

｢

も

つ
と
新
た
し
い
、
も
つ
と
未
来
的
な
も
の
が
あ
つ
た｣

と
描
か
れ
た
。｢

各

国
の
人
々｣

の

｢

家
の
部
分
々
々｣

に
注
目
す
る
こ
と
に
は
、
占
領
さ
れ
、

統
一
さ
れ
た
こ
の
空
間
の
中
で
、
フ
ラ
ン
ス
租
界
を
始
め
と
し
て
、
多
様
性

の
現
れ
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
芥
川
龍
之
介

｢

上
海
游
記｣

の
中
で
は
、｢

仏
蘭
西
租
界｣

の
印

象
に
つ
い
て
、
問
答
の
形
で

｢

西
洋
人
の
家
は
大
抵
駄
目
だ
ね
。
少
く
と
も

僕
の
見
た
家
は
、
悉
下
等
な
も
の
ば
か
り
だ
つ
た｣

と
語
ら
れ
て
い
た
。
実

際
の
風
景
に
反
し
、｢

西
洋
人
の
家｣

と
い
っ
た
租
界
の
建
築
へ
の
印
象
は
、

強
い
違
和
感
、
嫌
悪
感
と
し
て
も
捉
え
ら
れ
る

(�)

。｢

西
洋
性｣

を
拒
ん
で
い

た
芥
川
に
対
し
て
、
武
田
泰
淳
に
よ
り
描
か
れ
た

｢

フ
ラ
ン
ス
租
界｣

に
は

融
合
性
に
基
づ
く
あ
る
種
の

｢

世
界
性｣

が
呈
示
さ
れ
て
い
た
。

四
、
徐
家
匯
に
お
け
る
徐
光
啓
の
墓

フ
ラ
ン
ス
租
界
の
ほ
か
、｢

月
光
都
市｣

で
は
、
徐
家�
、
特
に
徐
光
啓

の
墓
に
つ
い
て
、
少
な
か
ら
ず
描
写
さ
れ
て
い
た
。
し
か
も
芥
川
龍
之
介

｢

上
海
游
記｣

に
お
い
て
、｢

徐
家�｣
と
い
う
地
名
は
そ
の
中
の
一
章
の
タ

イ
ト
ル
で
も
あ
っ
た
。｢

徐
家�｣
に
つ
い
て
、｢

月
光
都
市｣

に
お
け
る
描

き
方
は
改
め
て
検
討
す
べ
き
要
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

上
海
に
来
て
か
ら
、｢

毎
日
様
々
中
国
人
に
接
触｣

し
、
こ
れ
ま
で
の

｢
研
究｣

が

｢

流
れ
る
汗
と
共
に
あ
と
か
た
も
な
く
消
え
て
行
く｣

と
杉
は

感
じ
て
い
た
。
さ
ら
に

｢

今
ま
で
日
本
の
文
学
者
の
見
出
し
得
な
か
つ
た
も

の
を
、
自
分
で
見
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
か
深
い
美
し
い
感
情
で
、

こ
の
上
海
を
新
し
く
発
見
で
き
な
い
だ
ろ
う｣

と
杉
は
自
分
に
言
い
聞
か
せ

た
。
杉
は

｢

徐
家
匯｣

の
教
会
や
孤
児
院
を
ま
わ
っ
て
、｢

中
秋
節
の
頃｣
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に
徐
光
啓
の
墓
を
訪
れ
る
。
そ
の
き
っ
か
け
と
な
る
の
は
、｢

様
々
な
中
国

人｣
の
中
で
、｢

閻
姑
娘｣

と
い
う

｢

事
務
所
の
給
仕｣

と
の
出
会
い
で
あ

る
。
博
士
夫
人
な
ど
周
り
の
日
本
人
は
、
閻
の
こ
と
を

｢

随
分
わ
が
ま
ま｣

で
、｢

乱
暴｣
な
女
性
と
し
て
捉
え
て
お
り
、｢

事
務
所
の
評
判｣

が
悪
い
存

在
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
。
一
方
、
杉
は

｢

十
九
歳
と
い
ふ
年
に
し
て
は
子

供
じ
み
て｣

、｢

無
邪
気
な
と
こ
ろ
も
あ
る｣

と
い
う
閻
の
一
面
を
認
識
し
て

き
た
。
加
え
て
閻
は

｢
信
仰
を
持
ち｣

、｢

天
主
教
の
信
者｣

で
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
お
り
、｢

ほ
か
の
給
仕
や
ボ
ー
イ
を
屈
服
さ
せ
て
ゐ
た｣

彼
女
は
、

｢

杉
の
言
ふ
事
は
割
に
よ
く
守
っ
た｣

と
い
う
閻
の
多
面
性
も
作
中
で
は
描

か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
閻
に
対
し
て
、
杉
は
常
に
葛
藤
の
心
理
を
表
し

て
い
た
。
そ
も
そ
も
、
杉
と
閻
の
関
係
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
書
を
通
じ
て

始
ま
る
も
の
だ
っ
た
。
聖
書
を
め
く
っ
て
い
た
杉
の
姿
を
見
て
、｢

ひ
ど
く

お
と
な
し
く
、
尋
常
で
あ
つ
た｣

と
い
う
閻
は
、
杉
と
だ
ん
だ
ん
親
し
ん
で

い
く
。
こ
の
よ
う
な
閻
の
多
面
性
を
理
解
す
る
た
め
に
、
杉
は
徐
光
啓
の
墓

に
行
く
こ
と
に
し
た
。

｢

異
国
の
宗
教
を
上
海
の
街
に
ひ
ろ
め
た
明
代
の
新
思
想
家
徐
光
啓
が
埋

め
ら
れ
て
ゐ
る
墓
地
を
見
て
お
く｣

こ
と
に
つ
い
て
、
杉
は

｢

務
め
の
や
う

な｣

気
が
し
て
、
そ
れ
は

｢

閻
の
問
題
や
そ
の
他｣

を
明
ら
か
に
す
る

｢
鍵｣

で
あ
る
と
意
識
し
て
い
た
。
中
国
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
受
容
や
、
西
洋

科
学
技
術
の
普
及
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
徐
光
啓

(

一
五
六
二
・
四
〜

一
六
三
三
・
十
一)

は
、
中
国
明
朝
末
の
学
者
、
政
治
家
で
あ
る
。
イ
タ
リ

ア
人
の
宣
教
師
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
の
影
響
を
受
け
、
キ
リ
ス
ト
教
の
カ
ト
リ
ッ

ク
教
派
の
信
者
に
な
っ
た
。
徐
家
匯
は
徐
光
啓
の
生
誕
地
、
そ
の
後
の
居
住

地
で
あ
っ
た
。
ア
ヘ
ン
戦
争
後
、
フ
ラ
ン
ス
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
租
借
地
と
し

て
、
大
教
会
堂
、
図
書
館
と
い
っ
た
文
化
施
設
や
孤
児
院
も
あ
り
、
こ
の
地

は
、｢

西
欧
文
化
を
取
り
入
れ
る
窓
口｣

で
あ
っ
た

(�)

。

芥
川
龍
之
介
は

｢

上
海
游
記｣

の
中
で
、
徐
家
匯
を
舞
台
に
し
て
、
徐
光

啓
が
活
躍
し
て
い
た

｢

明
の
万
暦
年
間｣

(

一
五
七
三
〜
一
六
二
〇)

、
キ
リ

ス
ト
教
が
弾
圧
さ
れ
た

｢

清
の
雍
正
年
間｣

(

一
七
二
三
〜
一
七
三
五)

、
そ

し
て

｢

中
華
民
国
十
年｣

(

一
九
二
一
・
大
正
十)

い
わ
ば
芥
川
が
上
海
に

旅
行
し
た
時
点
と
い
う
時
系
列
で
、
三
つ
の
掌
編
劇
を
創
り
出
し
た
。
一
つ

目
は
僧
が

｢

天
主
教｣

の
宣
教
師
に
問
答
を
挑
み
さ
ら
に
如
意
を
つ
か
っ
て

宣
教
師
を
打
と
う
と
す
る
シ
ー
ン
、
二
つ
目
は
首
切
り
の
災
い
を
避
け
る
た

め
、
村
の
娘
が
草
原
で
拾
っ
た
十
字
架
を
元
の
通
り
に
埋
め
た
後
、
信
者
の

老
人
が
そ
れ
を
見
つ
け
て

｢

黙
祷｣

す
る
シ
ー
ン
、
三
つ
目
は
日
本
人
観
光

客
の
四
人
と
同
文
書
院
の
学
生
の
一
人
と
の
計
五
人
の
日
本
人
が
、
徐
光
啓

の
墓
を
見
学
し
に
行
っ
て
、
写
真
を
と
る
シ
ー
ン
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、

芥
川
龍
之
介
は
時
代
ご
と
に
キ
リ
ス
ト
教
の
変
遷
と
日
本
人
か
ら
み
た
中
国

の
キ
リ
ス
ト
教
受
容
を
描
き
出
し
て
い
る
。
特
に
三
つ
目
の
シ
ー
ン
の
最
後

に
、
観
光
地
で
の
記
念
撮
影
の
よ
う
に
、
徐
光
啓
の
墓
と
写
真
を
と
る
こ
と

は
、
西
洋
か
ら
伝
わ
っ
て
来
た
中
国
の
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
に
対
し
て
、
日

本
人
の
無
関
心
さ
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
一
方
、
武
田
泰
淳
は

｢

月
光
都
市｣

の
中
で
、
徐
光
啓
の
墓
を
次
の
よ
う
に
詳
し
く
描
写
し
て
い

る
。

赤
煉
瓦
の
巨
大
な
尖
塔
の
上
に
槍
先
の
や
う
に
冷
く
光
つ
て
立
つ
教

会
の
銀
色
の
屋
根
は
、
中
世
聖
教
の
お
も
か
げ
を
し
の
ば
せ
て
ゐ
る
と

い
へ
、
す
で
に
あ
か
ら
さ
ま
に
荒
れ
は
て
た
墓
地
を
守
る
も
の
で
は
な

か
つ
た
。
荒
れ
は
て
た
と
い
ふ
感
が
杉
を
打
つ
た
の
で
は
な
か
つ
た
。

荒
れ
は
て
た
よ
り
何
よ
り
、
誰
一
人
訪
ね
る
者
も
な
く
、
秋
の
陽
の
あ
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た
た
め
る
ま
ま
に
、
そ
の
墓
地
が
お
か
れ
て
あ
る
。
そ
の
の
び
や
か
さ
、

そ
の
あ
ま
り
に
も
あ
た
り
ま
へ
な
姿
が
、
そ
の
日
の
午
後
の
、
街
の
市

民
の
雑
沓
に
ま
ぎ
れ
て
行
く
心
を
さ
そ
つ
た
の
で
あ
つ
た
。

｢

荒
れ
は
て
た
と
い
ふ
感｣

よ
り
、｢

誰
一
人
訪
ね
る
者
も
な｣

い
と
い
う

こ
と
が

｢

あ
た
り
ま
へ｣

で
あ
る
感
じ
に
、
杉
は
心
打
た
れ
て
い
る
。｢

秋

の
陽
の
あ
た
た
め
る
ま
ま
に
置
か
れ
た｣

徐
光
啓
の
墓
は
、
一
つ
の
象
徴
と

し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
の
深
さ
を
偲
ば
せ
る
が
、
日
本
統
治
下
の
上
海

の
人
々
に
と
っ
て
は
忘
れ
ら
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
。
杉
は

｢

ロ
ー
マ
字
で
あ

ら
は
さ
れ
た
支
那
音｣

、｢

漢
字
に
あ
ら
た
め
ら
れ
た
欧
州
の
信
仰
の
形｣

が

｢

面
白
か
つ
た｣

と
語
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
墓
は
、
か
つ
て
の
上
海
で
行

わ
れ
た
異
文
化
交
流
の
賑
や
か
な
様
子
を
思
わ
せ
る
。
し
か
し
、
多
面
性
を

持
っ
た
閻
が

｢

月
光
都
市｣

の
作
中
に
お
い
て
、
杉
以
外
の
周
り
の
人
間
に

拒
否
さ
れ
た
の
と
同
様
に
、
異
文
化
の
融
合
か
ら
生
ま
れ
た
多
様
性
は
、
や

が
て
日
本
軍
の
占
領
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
暗
示
し
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
。

五
、
大ダ

世ス

界カ

｢

月
光
都
市｣

の
中
で
、
徐
光
啓
の
墓
を
訪
れ
た
後
、
杉
は

｢

大
世
界｣

に
向
か
っ
た
。
上
海
の
大
世
界
は
、
共
同
租
界
と
フ
ラ
ン
ス
租
界
の
境
界
に

あ
り
、
一
九
一
七
年
に
開
業
し
た
娯
楽
施
設
で
あ
っ
た
。
村
松
梢
風

『

支
那

漫
談』
(

騒
人
社
、
一
九
二
八
・
五)

の
中
で
、
大
世
界
は

｢

純
粋
に
支
那

人
の
み
を
対マ

照マ

に
し
て
造
ら
れ
経
営
さ
れ
て
ゐ
る
娯
楽
場｣

で
あ
り
、
そ
の

内
部
に
つ
い
て
は

｢

支
那
人
の
あ
く
ど
い
幻
怪
的
趣
味
性
が
最
も
露
骨
に
此

処
の
構
造
に
も
現
れ｣

た
の
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。｢

上
海
游
記｣

な
ど
芥
川
龍
之
介
の

『

支
那
游
記』

か
ら
影
響
を
受
け
、
村
松
梢
風
は
一
九

二
三
年
に
初
め
て
上
海
を
訪
れ
、
そ
れ
以
降
上
海
に
関
す
る
作
品
を
数
多
く

発
表
し
て
い
た
。
村
松
梢
風
に
よ
っ
て
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
十
年
代
の

戦
間
期
で

｢

魔
都｣

と
い
う
上
海
の
イ
メ
ー
ジ
が
形
成
さ
れ
て
い
た

(�)

。
大
世

界
は
一
九
三
〇
年
代
に
入
り
、｢

売
春
、
麻
薬
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
犯
罪
の
巣

と
し
て
悪
名
高
い
場
所

(�)｣

と
な
り
、
ま
さ
に
上
海
が｢

魔
都｣

と
し
て
イ
メ
ー

ジ
さ
れ
る
場
所
で
も
あ
っ
た
。｢

月
光
都
市｣

の
中
で
も
、｢

低
俗
さ
、
馬
鹿
々
々

し
さ
、
荒
々
し
さ
が
ふ
く
ま
れ
て
ゐ
た｣

、｢

邪
教
的
な
、
又
意
欲
的
な
俗
悪

さ｣

と
い
っ
た
言
葉
で
、
杉
の
目
か
ら
見
た

｢

大
世
界｣

が
描
か
れ
て
い
た
。

ま
た

｢

大
世
界｣

の
中
の
さ
ま
ざ
ま
な

｢

屋
内
劇
場｣

や

｢

見
世
物
小
屋｣

、

そ
の
風
景
や
人
々
の
様
子
も
詳
し
く
描
写
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な

｢

大

世
界｣

に
対
し
、
杉
は

｢

抵
抗｣

を
感
じ
た
一
方
、｢

大
世
界
の
喧
騒｣

を

離
れ
て
、｢

あ
れ
ら
の
人
々
が
、
こ
の
同
じ
月
光
下
に
暮
し
て
ゐ
る
と
い
ふ

事
実
が
、
重
大
神
秘
の
如
く
、
ひ
し
ひ
し
と
彼
の
胸
に
迫
つ
て
行
く｣

と
い

う
こ
と
も
感
じ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
一
つ
見
逃
せ
な
い
の
は
、｢

月

光
都
市｣

の
本
文
に
お
い
て
、｢

大
世
界｣

は
上
海
語
の
発
音
に
基
づ
き
、

｢

ダ
ス
カ｣

と
い
う
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
さ
れ
て
お
り
、
ま
た

｢

大
世
界｣

か

ら
の
帰
り
道
の
場
面
に
お
い
て
は
日
本
語
の
カ
タ
カ
ナ
で
な
く
、｢C

ulty

D
airy｣

な
ど
英
語
の
そ
の
ま
ま
の
表
記
も
挿
入
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、｢

月
光
都
市｣

に
描
か
れ
た

｢

上
海｣

と
い
う
空
間
は
、
日
本
語

だ
け
で
統
一
さ
れ
な
い
言
語
の
複
数
性
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
表
記

の
問
題
に
よ
っ
て
強
調
さ
れ
て
い
た

(�)
。
上
海
の

｢

魔
都｣

の
イ
メ
ー
ジ
を
多

少
継
承
し
な
が
ら
も
、
従
来
の
文
明
対
野
蛮
と
い
う
図
式
に
基
づ
く
エ
キ
ゾ

チ
ッ
ク
な
捉
え
方
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
一
つ
の

｢

民
衆
娯
楽
場｣

と
し
て
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捉
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、｢

月
光
都
市｣

に
お
い
て
、
武
田
泰
淳
は
、｢

大
世

界｣
を
そ
の
地
に
い
る
人
び
と
の
生
活
空
間
に
お
け
る
多
様
性
の
体
現
と
い

う
観
点
か
ら
描
き
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

｢

月
光
都
市｣

の
末
尾
、｢

大
世
界｣

か
ら
の
帰
り
道
、｢

支
那
家
屋｣

の

前
で
、
中
秋
節
の
雰
囲
気
を
感
じ
取
っ
た
杉
は
、
そ
の
後
、
思
い
が
け
ず
閻

と
閻
の
父
と
出
会
う
。
こ
の
時
、
杉
は

｢

中
秋
節
に
は
、
君
の
と
こ
ろ
で
も

紙
銭
を
焚
い
た
り
、
月
宮
殿
を
祭
つ
た
り
す
る
ん
ぢ
や
な
い
の｣

と
閻
に
尋

ね
て
い
る
。
し
か
し
、
返
っ
て
き
た
の
は

｢
い
い
え
、
キ
リ
ス
ト
教
は
そ
ん

な
こ
と
は
や
り
ま
せ
ん｣

と
い
う
答
え
で
あ
り
、
そ
の
答
え
に
杉
は

｢

何
か

強
い
シ
ヨ
ツ
ク
で
身
体
が
す
く
み
、
や
が
て
顔
が
ほ
て
る｣

と
い
う
状
態
に

陥
る
。
閻
と
閻
の
父
は
、｢

支
那
文
化｣

研
究
者
杉
が
抱
い
て
い
る
中
国
伝

統
文
化
へ
の
イ
メ
ー
ジ
に
は
当
て
は
ま
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、

日
本
人
が

｢

中
国｣

を
簡
単
に
一
枚
岩
で
捉
え
ら
れ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

る
と
い
う
事
実
を
、
こ
の
結
末
は
読
者
に
突
き
付
け
て
い
る
。

大
正
時
代
か
ら
始
ま
っ
た

｢

支
那
趣
味｣

ブ
ー
ム
は
、
戦
中
に
も
続
い
て

い
た
。
こ
の
よ
う
な
文
明
対
野
蛮
、
支
配
者
対
被
支
配
者
と
い
っ
た
図
式
か

ら
捉
え
ら
れ
て
き
た

｢

中
国｣

は
、
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
や
植
民
地
主
義
に
満

ち
て
い
た
。
そ
し
て
敗
戦
直
後
、
ま
た

｢

大
陸
の
智
慧
の
実
を
忘
れ
か
ね
る｣

と
い
う
未
練
が
漂
っ
て
い
た
危
う
い
時
期
に
、｢

中
国｣

を
書
く
た
め
に
は

新
し
い
方
法
が
必
要
で
あ
っ
た
。
芥
川
龍
之
介

｢

上
海
游
記｣

を
始
め
と
す

る
従
来
の
日
本
人
作
家
の

｢

中
国｣

の
書
き
方
を
、
武
田
泰
淳
が
特
に
意
識

し
て
い
た
こ
と
は
、
既
に
戦
中
の
上
海
に
滞
在
し
た
時
期
か
ら
窺
わ
れ
る

(�)
。

戦
後
に
な
っ
て
も
、
こ
の
批
評
性
は
継
続
し
て
い
た
。
し
か
し
、
戦
中
に
お

い
て

｢

中
秋
節
の
頃｣

と
し
て
い
た
タ
イ
ト
ル
を
、
戦
後

｢

月
光
都
市｣

へ

変
更
し
て
い
た
こ
と
は
、
泰
淳
の

｢

中
国｣

を
書
く
方
法
に
変
化
が
示
さ
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
加
筆
さ
れ
た

｢

月
光
都
市｣

の
冒
頭
部
分
で
示
さ

れ
た
よ
う
に
、｢

中
秋
節
の
頃｣

と
い
う
伝
統
文
化
を
重
視
す
る
中
国
の
時

節
に
限
定
し
た
一
日
は
、｢

戦
時
の
異
国
の
記
憶｣

の
中
の

｢

あ
る
一
日
の

印
象｣

と
な
り
、
物
語
の
時
間
が
相
対
化
さ
れ
て
い
た
。
ま
た

｢

上
海｣

と

い
う
実
在
の
都
市
空
間
は
、｢

一
つ
の
象
徴
に
つ
つ
み
高
め
て
く
れ
る
秘
力

が
あ
つ
て｣

、｢

神
々
の
こ
と
な
ど
を
想
ひ
起
さ
せ
る｣

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

付
与
さ
れ
て
描
か
れ
、
象
徴
的
な
都
市
空
間
に
な
っ
て
い
た
。
タ
イ
ト
ル
を

変
更
し
、
物
語
の
時
間
と
空
間
を
抽
象
化
す
る
こ
と
で
、｢

月
光
都
市｣

は

あ
る
種
の
普
遍
性
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
武
田
泰
淳
は
、
戦
後

｢

月
光
都
市｣

の
発
表
に
よ
っ
て
、｢

地
方
性｣

へ
の
描
写
を
通
し
て
、｢

世

界
性｣

の
あ
る
文
学
を
実
現
す
る
と
い
う
新
た
な

｢

中
国｣

を
書
く
方
法
を

示
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

＊
注：

｢

月
光
都
市｣

の
本
文
引
用
は
す
べ
て
初
出
雑
誌

『

文
芸
復
興』

に

よ
る
も
の
で
あ
る
。

【
注
】

(
１)

『

武
田
泰
淳
全
集

第
一
巻』

(

筑
摩
書
房
、
一
九
七
一
年)

の
解
題

で
は
、｢

月
光
都
市｣

は

｢

雑
誌

『

人
間
美
学』

の
昭
和
二
十
三
年
十
二

号
に
発
表
さ
れ
た｣

と
記
さ
れ
た
が
、
実
際
の
初
出
は
一
九
四
八
年
一
月

に
刊
行
さ
れ
た
雑
誌

『

文
芸
復
興』

で
あ
る
。『

文
芸
復
興』

は
一
九
四

七
年
十
二
月
か
ら
一
九
四
八
年
三
月
ま
で
、
合
計
三
冊

(

う
ち
に
二
月
、
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三
月
は
合
併
号)

し
か
刊
行
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
編
集
兼
発
行
者
は
金

田
一
昌
三
、
発
行
所
は
交
友
社
、
発
売
所
は
日
産
書
房
で
あ
る
。
創
刊
号

で
は
、
草
野
心
平
の
詩
や
多
田
裕
計
の
エ
ッ
セ
イ
ン
な
ど
が
掲
載
さ
れ
た
。

プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
に
も
所
蔵
さ
れ
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
よ
り
検
閲
の
記
録
は
残
さ
れ
て

い
る
が
、
確
認
す
る
限
り
、
武
田
泰
淳

｢

月
光
都
市｣

の
本
文
に
、
取
り

消
し
な
ど
の
指
示
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

(

２)

松
本
陽
子

｢

武
田
泰
淳

『

月
光
都
市』

論｣
(『

阪
大
近
代
文
学
研
究』

大
阪
大
学
近
代
文
学
研
究
会
、
二
〇
〇
四
年
三
月)

は
、
従
来
あ
ま
り
注

目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、｢

武
田
の
戦
後
の
文
学
活
動
の

出
発
と
中
国
へ
の
罪
悪
感
を
結
び
つ
け
る
捉
え
方
に
本
作
が
当
て
は
ま
ら

な
い｣

と
述
べ
て
い
る
。

(

３)

木
田
隆
文

｢

武
田
泰
淳

『

中
秋
節
の
頃

(

上)』

の
周
辺
―
日
本
統

治
下
上
海
に
お
け
る
法
人
文
学
界
の
状
況｣

(『
日
本
近
代
文
学』

第
八
十

五
集
、
二
〇
一
一
年
十
一
月)

、｢〈

中
国
的
支
那
〉
と
〈
西
洋
的
支
那
〉

の
は
ざ
ま
で
ー
武
田
泰
淳

｢

月
光
都
市｣

に
み
る
上
海
建
築｣

(『

建
築
の

近
代
文
学
誌』

勉
誠
出
版
、
二
〇
一
八
年)

(

４)

一
九
四
三
年
四
月
か
ら
一
九
四
五
年
五
月
ま
で
、『

上
海
文
学』

は

ほ
ぼ
半
年
刊
で
、
合
計
五
冊
で
あ
る
。
上
海
文
学
研
究
会
に
よ
っ
て
創
刊

さ
れ
、
現
地
邦
人
文
学
同
人
雑
誌
で
あ
る
。(

趙
夢
雲

『

上
海
文
学』
解

題
、『

戦
前
期
中
国
関
係
雑
誌
細
目
集
覧』

三
人
社
、
二
〇
一
八
年
、
二

三
一
頁
〜
二
三
八
頁)

(

５)

木
田
隆
文

｢

武
田
泰
淳

『

中
秋
節
の
頃

(

上)』

の
周
辺
―
日
本
統

治
下
上
海
に
お
け
る
邦
人
文
学
界
の
状
況｣

に
よ
り
、｢

中
秋
節
の
頃

(

上)｣

に
あ
た
る

｢

月
光
都
市｣

の
前
半
部
分
は
本
文
の

｢

そ
れ
は
上
海

の
あ
る
中
秋
節
の
こ
と
で
あ
つ
た｣

か
ら

｢

ま
ぎ
れ
て
行
く
心
を
さ
そ
つ

た
の
で
あ
つ
た｣

ま
で
の
内
容
で
あ
り
、｢

中
秋
節
の
頃

(

下)｣

は
お
そ

ら
く

｢

月
光
都
市｣

の
後
半
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

(

６)

武
田
泰
淳
は
一
九
四
四
年
六
月
に
中
日
文
化
協
会
上
海
分
会
附
属
東

方
文
化
編
訳
館
主
任
と
し
て
中
国
へ
赴
任
し
、
上
海
で
敗
戦
を
迎
え
て
一

九
四
六
年
二
月
ま
で
滞
在
し
て
い
た
。(

川
西
政
明

｢

武
田
泰
淳
年
譜｣

『

武
田
泰
淳
伝』

講
談
社
二
〇
〇
五
年
、
参
照)

(

７)

第
九
十
二
号
に
続
い
て
、
戦
後
の

『

中
国
文
学』

は
第
九
十
三
号
か

ら
第
百
五
号
ま
で
、
十
三
冊
の
刊
行

(

一
九
四
六
・
三
〜
一
九
四
八
・
五)

を
継
続
し
て
い
た
。『

中
国
文
学』

が
復
刊
さ
れ
た
当
初
、
竹
内
好
と
武

田
泰
淳
は
ま
だ
中
国
に
残
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
日
本
に
戻
っ
た
竹
内
は
、

『

中
国
文
学』

の
復
刊
に
対
し
て
強
く
反
対
の
意
見
を
示
し
て
い
た
。
な

お
発
行
の
出
版
社
も
倒
産
し
た
た
め
、
内
的
要
因
に
外
的
要
因
を
加
え
て
、

雑
誌
は
第
百
五
号
以
降
、
廃
刊
の
結
末
を
迎
え
た
。(

立
間
祥
介

｢

戦
後

の
中
国
文
学
研
究
会｣

『

復
刻
中
国
文
学
別
冊』

汲
古
書
院
一
九
七
一
年
、

参
照)

(

８)

前
二
回
は

｢

最
近
の
中
国
文
学
を
め
ぐ
っ
て

(

座
談
会)｣

(『

中
国

文
学』

第
九
十
七
号
、
一
九
四
六
年
七
・
八
合
併)

、｢

鹿
地
亘
氏
に
聴
く
、

中
国
の
文
学
運
動

(

座
談
会)｣

(『

中
国
文
学』

第
九
十
八
号
、
一
九
四

六
年
九
月)

で
あ
る
。

(
９)

各
節
の
タ
イ
ト
ル
は

｢『

世
界
性』

の
意
味｣

、｢

ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
と

伝
統｣

、｢

三
つ
の

『

家』｣

、｢

巴
金
、
茅
盾
、
志
賀
直
哉｣

、｢『

或
る
女』

と

『
駱
駝
祥
子』｣

、｢

旅
行
者
と
文
学
の
実
体｣

、｢

ポ
ピ
ユ
ラ
リ
テ
ィ
と

親
近
性｣
、｢

民
族
的
か
社
会
的
か｣

、｢

落
華
生
と
宮
本
百
合
子｣

、｢

島
木

健
作
と
文
学
の
堕
落｣

、｢

好
き
と
い
う
こ
と｣

、｢

外
国
文
学
に
対
す
る
受

け
入
れ
方｣

、｢
魯
迅
の
精
神｣

、｢

恐
怖
観
念
と
弱
小
意
識｣

、｢

伝
統
へ
の

―��―



回
帰｣

と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。

(
10)

林
語
堂
は
一
九
三
六
年
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
そ
の
前
年
ア
メ
リ
カ
で

出
版
し
た

『

わ
が
国
土
・
わ
が
国
民』

を
は
じ
め
、
欧
米
に
向
け
て
中
国

文
明
を
発
信
す
る
な
ど
一
連
の
仕
事
を
し
た
。

(

11)

秦
剛

｢
芥
川
龍
之
介
と
谷
崎
潤
一
郎
の
中
国
表
象
―
〈
支
那
趣
味
〉

言
説
を
批
判
す
る

『
支
那
游
記』｣

『

国
語
と
国
文
学』

(

至
文
堂
、
二
〇

〇
六
年
三
月)

(

12)

引
用
は
竹
内
好

｢
五
、
造
語
法
に
つ
い
て｣

、｢

中
国
を
知
る
た
め
に

第
一
集｣

(『

竹
内
好
全
集
第
十
巻』

筑
摩
書
房
、
一
九
八
一
年)

か
ら
で

あ
る
が
、
初
出
は
一
九
六
三
年
六
月
に
刊
行
さ
れ
た
雑
誌

『

中
国』

第
五

号
で
あ
る
。

(

13)

木
田
隆
文

｢〈

中
国
的
支
那
〉
と
〈
西
洋
的
支
那
〉
の
は
ざ
ま
で
―

武
田
泰
淳

｢

月
光
都
市｣

に
み
る
上
海
建
築｣
(『
建
築
の
近
代
文
学
誌』

勉
誠
出
版
、
二
〇
一
八
年)

で
は
、｢

月
光
都
市｣
に
登
場
す
る

｢

博
士｣

は
実
際
の
モ
デ
ル
が
存
在
し
、
作
中
の
住
居
も
ほ
ぼ
現
実
に
一
致
し
て
い

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

(

14)

高
綱
博
文

｢

第
一
章

上
海
日
本
人
居
留
民
社
会｣

『｢

国
際
都
市｣

上
海
の
な
か
の
日
本
人』
(

研
文
出
版
、
二
〇
〇
九
年
、
三
十
三
〜
三
十

七
頁)

(

15)

高
綱
博
文

｢

第
四
章

日
中
戦
争
期
に
お
け
る

『

上
海
租
界
問
題』｣

『｢

国
際
都
市｣

上
海
の
な
か
の
日
本
人』

(

研
文
出
版
、
二
〇
〇
九
年
、

一
八
六
頁)

(

16)

前
掲
注

(

15)

、
一
八
八
頁

(

17)

単
援
朝

｢

芥
川
龍
之
介
と
中
国
に
お
け
る
西
洋
・
日
本：

中
国
各
地

の
租
界
で
の
体
験
を
視
座
に｣

『

跨
境：

日
本
語
文
学
研
究』

第
八
号

(

高
麗
大
学
校
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
九
年
一
月)

(

18)

宮
内
淳
子

｢

徐
家
匯
教
会｣

、
和
田
博
文
ほ
か
編

『

上
海
の
日
本
人

社
会
と
メ
デ
ィ
ア1870

‐1945』
(

岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
、
二
六
七

頁)

(

19)

石
田
仁
志

｢

上
海�
魔
都�
イ
メ
ー
ジ
の
内
実：

村
松
梢
風
・
井
東

憲
か
ら
横
光
利
一
へ｣

『

戦
間
期
東
ア
ジ
ア
の
日
本
語
文
学』

(

勉
誠
出
版
、

二
〇
一
三
年)

(

20)

木
之
内
誠
編

『

上
海
歴
史
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

増
補
改
訂
版』

(

大
修

館
書
店
、
二
〇
一
一
年
、
一
〇
四
頁)

(

21)

武
田
泰
淳
は
、
初
期
段
階
の
中
国
文
学
研
究
会
の
例
会(

一
九
三
五
・

三)

で
、｢

大
衆
語
に
就
て｣

を
題
目
に
発
表
を
行
っ
た
。｢

支
那
語
が
如

何
に
不
統
一
で
あ
る
か｣

が
説
明
さ
れ
、
方
言
が
特
別
視
さ
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
同
年
の
九
月

｢

言
語
研
究
部
会｣

を
設
立
し
、
言
語
へ
の
関
心
は

早
く
窺
わ
れ
よ
う
。

(

22)
｢

中
秋
節
の
頃｣

に
先
立
っ
て
、
武
田
泰
淳
は
小
文

｢

城
隍
廟
附
近｣

も
発
表
し
て
い
た
。
秦
剛
の
尽
力
に
よ
っ
て
、
最
近
は
戦
時
下
の
上
海
で

刊
行
さ
れ
て
い
た
日
本
語
雑
誌

『

大
陸』

の
存
在
が
確
認
さ
れ
、
創
刊
号

(

一
九
四
四
・
十)

で
は
、｢

城
隍
廟
附
近｣

が

｢

上
海
景
物
詩｣

欄
に
発

表
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。｢

城
隍
廟
附
近｣

に
つ
い
て
、
秦
剛

｢

武
田

泰
淳
の
精
神
変
容
を
見
せ
る
上
海
ス
ケ
ッ
チ｣

(『

早
稲
田
文
学』

二
〇
一

八
年
春
号
、
早
稲
田
文
学
会
、
二
〇
一
八
年
三
月)

は
、
泰
淳
が
芥
川
龍

之
介

｢
上
海
游
記｣

を
相
当
意
識
し
て
い
た
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。

(

し
ゅ
う
・
き
ゆ

千
葉
大
学
大
学
院
人
文
公
共
学
府
博
士
後
期
課
程
在
学)
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